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2.研 究 のね らい ・目的

AOl「 地域 と生態環境」班は論議をかさねて、 「地域研究 」にお ける研究 対象としての

「地域」 と 「生態環境」についてほぼ共通認識 に達 したようにおもえる。 もちろん表現や用語

は研究者それぞれに独 自の ものがあってなお多様ではあるが、思いきってまとめて しまうと、

「地域はある広が りをもった場における人間お よび生物の生活の総体のことである」といえそ

うである。人間とその社会は人類文明を生みだ した。 ヒトはまた動物の一種 として、生命連環

系の一員で もある。 こうして人類文明と生命系が、生命系 と無機界が繋が っている。人類文明

か らみると生命連環系 と無機界が、その活動の場であり、活動の物質的基盤 とエネルギーをあ

たえ、活動の条件をつ くっている。生命連環系 と無機界 は人類文明の生態環境 を形成 している

といえよう。だか ら地域 は人類文明 と生態環境か らなる相互作用系であるといってよい。

人類文明、生命連環系 あるいは無機界を理解するため、われわれはそれぞれ に固有の方法に

よってアプローチ してきた。人文学、社会科学、 自然科学な どの範疇で語 られ るこれ らの個別

方法は、統合的な地域理解や地域の諸問題の解決にその ままでは有効 とはいえない。イ ンタ
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一 ・デ ィシプ リナ リな領域 とか、マルティ ・デ ィシプ リなアプローチなどが もとめ られている

のである。

うえのような認識にたって、われわれはそれぞれのたっている地平か ら 「地域」を照射 しよ

うという試みをお こな ってきた。それが平成6年 度の研究のねらいであ り、 目的である。

個 々の研究者はそれぞれのね らいを もっている。開発の進行 とともに、 「豊か な 自然」や

「多彩 な固有文化」が荒廃 している(市 川)と いう現状認識があ り、それに対 してこうした 自

然の貧窮化 は人 の々 自然に対する畏怖の念が経済優先によってゼロ価値に帰せ られつつあるた

めなのか(古 川)と い う疑問がなげかけられた。生態環境は人 と自然の相互作用によって形成

され変化す る。その基礎にある人の自然認識のあ り方を問う必要を説 くもの(吉 田)、 地域は

歴史的な産物であることを検証 しようとす るもの(飯 島)、 生態環境に関する規範の構造体系

を環境政策法か ら考察するもの(鎌 野)、 多様な環境観を反映 している 「空間言語」を分類と

比較によって 自然 と人 間の共存哲学を提示 しようとす るもの(斎 木)な ど多彩なアプローチが

示 された。

他方、生物資源利用の技術的な側面、多様性の高い生態系の複雑な相互作用系を解明するこ

とによって生物資源利用の基盤を見極めねばならぬ(井 上)と いう主張、よ り具体 的に昆虫群

集の多様性 と動態把握が保全と利用を可能にする(中 村)と いう期待、具体的な地域、た とえ

ばタイの荒廃地の生物生産性の回復(桜 井)の 例示、あるいは人 口支持力を制限する要因であ

る土壌研究に 「民族土壌学」という複眼的な視点を導入 しようという試み(若 月)、 地域固有

の生態資源ポテ ンシャルの評価(星 川)、 東南アジアの水環境と人々の地域概念の関わ り(柳)

に注 目した研究が展開 された。

3.平 成6年 度の研究経 過

上のような研究 目的をもって、 「地域 と生態環境」班は、つ ぎのとお り研究会を開催 した。

第6回 研究会(1994年4月23日)を 京都市において山田班 と合同で開催 した。荻野和彦(愛

媛大)が 「地域 と生態環境」班の平成6年 度の研究計画について、平成5年 度 に展開 した研究

経過をふ りかえ りつつ、本年度の研究 目標につ いて話題を提供 してディスカッシ ョンをおこな

った。

若月利之(島 根大)が 「地域と生態環塊」に関連する国際学術研究計画を企画立案す るため

の試案を提 出し、全員で検討 した。若月の試案は三大熱帯の生態環境 と生業技術の動態を土壌

肥沃度、植物生産および地域の生存戦略の観点か ら比較検討 しようとす るものであった。この
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計画案は実現には至 らなか ったが、地域の生存基盤を考察す る基礎を提供す るもの とな った。

第7回 研究会(1994年6月27日)は つ くば市において開かれた。斎木崇人(神 戸芸工大)が

「農村集落の地形的立地条件 と空間構造一地域特性の把握、つ くばの特性をめ ぐって」、地理、

地形 など空間属性、建物、生産など生活属性か ら農村集落を類型化できると主張 した。

佐藤俊(筑 波大)が 「東アフリカの遊牧民社会一 特に レンデ ィー レについて」、現地調査の

成果 について くわ しく解説 した。

第8回 研究会(1994年9月10-11日)を 金沢市で開催 した。中村浩二(金 沢大)が 「熱帯昆虫

の生活史 と個体群動態」と題 して、イン ドネ シアにおける長期観察 による食葉性テ ン トウムシ、

ジンガサハ ムシ、バナナセセ リその他の昆虫個体群の動態について述べた。

山田勇(京 大)が 「世界の中の東南アジア」の位置づけを試みる発表をお こなった。東南ア

ジアの生態環境の多様性、地域社会の多層性が論議 され、社会の多層性は生態環境の多様性の

単な るアナロジーではないという指摘がなされ た。

第9回 研究会(1994年10月15-16日)は 東京都で開催された。鎌野邦樹(千 葉大)が 「地域 と

生態環境一 国際環境政策法の視点から一」と題 して、国際環境政策の法制的側面か ら生物多様

性条約の逐条解説 とその意義を考察 した。生物多様性条約は国際的な環境政策の前進とい う位

置づけと同時に、生物資源の国際的利用に関す る資源保有国と技術および資本保有国の利害に

関する対立点が明確になるという見解があることが指摘された。

星川和俊(信 大)は 「地域の生態資源評価」の試みとして、 「地域」の潜在的な植物の生産

力を考察 したうえで、 日射量分布 による最大生産力の算定例を提示 した。星川の想定する 「地

域」 は自然地理的な一地方区画を指す にすぎず、社会的な地域ではないのではないかという指

摘 もなされた。

松永勝彦(北 大)が 「森は海の恋人」という、陸上の森林 と沿岸域の水産生産力を結びつけ

る具体的なモノとそのシク ミによって、地域の問題 をあきらかにするという試みを示 した。

第10回 研究会(1994年12月17-18日)を 京都市で開催 した。古川久雄(京 大)は 「地域か ら

みた生態環境」と して、この研究班の収敏 させるべき研究方向を示すべ く、東南ア ジアで論議

されているいくつかの環境問題の視点を整理 した。

第11回 研究会(1995年2月4-5臼)を 東京都で開催 した。桜井克年(高 知大)が 「熱帯の

荒廃地の生物生産性の回復」という東北 タイでの試みを紹介 した。

以上の研究会の他に東京都で開催 された総括班 シンポジウム(1995年3月2-3日)「 地域

と生態環境」に原(AO3)班 と協力 して参加 した。荻野和彦が趣 旨説明をおこなって、古川
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久雄、市川光雄、松永勝彦、田中耕司、斉藤修 らが話題提供 を したのに対 し、吉田集而、遅沢

克也、井上真、鎌野邦樹、.上田信 らがコメンテータとな った。総合討論は友杉孝、海田能宏 ら

の冒頭発言を皮切 りに開発をテコに した生態環境の変貌、生態環境 と地域区分の問題が話題に

された。

4.研 究 の成果 と フロンティア

本年度の研究フロンテ ィアとして意識された ところは、前年度にひきつづ き地域 と生態環境

の生態構造、社会構造、組織、機能といった ところにあった けれ ど、社会 と生態環境の統合体

としての地域 とい う見方が必要ではないかという指摘 もなされている。

自然の多様性 と言語 ・文化の多様性の相互依存関係に注 目して、 自然 と人間の相互作用の歴

史 としての地域の生態史の解明を試み、 とくに、 これまで環境に とって 「悪」 と考えられてき

た人間活動の創造的な側面をあき らかにす る必要がある(市 川)と した り、植民地時代以前、

植民地時代、近代の各時代区分に、地域の変化は 自然環境にどんな変化をもたらしてきたのか、

近代の生態支配の諸相をまとめる(古 川)と した。

熱帯雨林は食糧獲得が難 しいため、人が住むには食糧獲得の明確な手段が必要である。ニュ

ーギニアのばあいサゴ澱粉の生産 ・加工法をもったひとが移動 してきたのは、たかだか1,500年

前 くらいと推定できるとし、そのような歴史の浅 さがかれらの 自然対応の未成熟 さと関係があ

ると考え られている(吉 田)。

飯島は中米の域内紛争の終結と社会安定回復 の可能性を中心に、武装解除 した若年層の社会

復帰に注 目した。内戦の原因を除去するためには、農業部門の構造転換が最優先 されねばな ら

ない。 しか し従来型の輸 出農業振興では生態系の維持再生は困難であることがつ とに指摘され

てお り、農業や生産の組織化に対する生産者側の意識改革 まで射程に入れたオルタナティヴが

必要であるという。また国際的な法的規範、たとえば生物多様性条約が東南アジア、アフリカ、

南米など熱帯の 「弱い空間」における生態環境 に対 してどのような社会経済的および生態的意

義を もつか、 「生態環境」が保全 され、または持続可能な利用がなされるための世界システム

を考究 した(鎌 野)。

熱帯雨林の生物資源 の存在様式 と時系列変動におよぼす影響について、長期観察 システムに

よる調査を継続 した り(井 上)、 昆虫類の個体群動態はつ よい地域性を示すばか りでなく、気

候よ り生物相互関係が重要な要因であることをつきとめた(中 村)。 東北 タイの貧 しさは気候、'

土壌条件の制約をうけた農業生産性の低さにある。土壌の問題点は 自然肥沃度が低いこと、下
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層土の酸性が強いこと、塩害、土壌侵食の四点に整理できる。砂漠化問題によって、東北 タイ

全域が ひとつの 『地域』で くくれるとい う主張(桜 井)は 生態環境か ら地域を照射す る視点と

いえるであろう。バ ングラデシュ、スマ トラ島の過去30年 間の土壌劣化の原因を両地域の生態

環境 と社会経済の面か ら考察することも必要である。ベネズエラで進行 している景観の 「スペ

イン化」は、生態環境の形成に人間の影響がつよいことを しめ し、またユカタン半島の伝統的

なマヤ農業システムが もっているす ぐれた集約的持続性の研究は民族土壌学の可能性 と必要性

を確信させる(若 月)も のである。

星川は地域の生態資源評価が可能になれば、当該地域での限界生産目標を しめす ことができ

るか ら人 々の生態環境への働 きかけの限界、生産活動や技術 の適用に指針を与えうるのではな

いか と論 じた。

柳は1950年 か ら1991年 までの東アジアの16地 点の月平均海面の時間変動か ら、 日本、 フィリ

ピン、イ ン ドネ シアをふ くむ海域の平均海面変動はプ レー トテク トニ クスにより説明できると

し、2030年 の平均海面上昇を予測 した結果、1985年 と比較 して、 日本東岸、フィリピン東岸、

イン ドネシア南岸では平均15～30cm、 日本西岸、 フィリピン西岸、イ ン ドネ シア北岸では3

～13cm上 昇するという結論 をえた。

5.今 後 の課題

地域 と生態環境班が共通の課題 として認識 しているところは、すでに述べたように社会 と生

態環境の統合体 として機能 している地域の時空的整序 とで もいえ ようか。このような視点を確

立 してお くことの必要性は、たとえばしば しば指摘 されるように現代の森林問題は、現在森林

に住んでいるひとの社会、かれ らの資源利用の持続性、規範性をあきらかに しただけでは解決

しない ということから容易に理解することができよう。かれ らと外の世界の関係、世界の中の

位置を確認 しなければならない。 さらにそうした関係が歴史のながれの中で どのように変化 し

てい くのか も重要である。

市川はか りに社会 と自然の共存関係が解明 されたとしても、このような地域生態系 をどのよ

うに して、また どのような形で維持 してゆ くかはむずか しい問題であるという。この問題は地

域生態系を孤立 した存在 としてとらえるのではな く、 より広 く他の社会 との関連において考え

ることが必要である。

古川はとりあえず、1995年 度は東南アジアの生態的風土の定常的変化形態 とその爆発的変化

の様相について出版を計画 している。
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吉田はニューギニア高地が低地よりも早 くから開けたと推察され、生態環境と人のより長い

歴史が想定できるとする。高地では低地におけるより成熟した自然認識が認められる可能性が

ある。

飯島はたとえばエルサルバ ドルの中米紛争が停戦という解決の方向へふみだしても、紛争の

真の原因が除かれないかぎり、地域の安定は望めないという。周国の内戦は輸出農業地域対

「後進」農業地域の確執という側面をもつ。内戦の原因をただしく理解するために、問題の時

空的整序は欠かせないという。

鎌野は 「弱い空間」のもつ生態環境に対する 「伝統的規範」と国際的規範および主権国家の

法制の関係を考察する必要を認め、近現代文明の所産である今日の 「所有と利用」の社会シス

テムを解明し、21世紀に生きる 「地域の、および地球規模の土地利用と保全」のための規範を

考究しなければならないという。

斎木は空間言語の特性解析によって地域の環境観にアプローチすることができ、地域間の比

較研究が可能であり、必要であると考える。

井上は東南アジアの熱帯雨林の生物資源の構造の理解を、その保全と利用に関連してさらに

深化させなければならないという。

中村は地域の昆虫個体群と小動物群集の動態調査が地域の生態環境の理解のために必要であ

ると主張する。そのような調査を通して、地域社会の生態理解が深まる可能性を追求するとい

う。

若月はユカタン半島とベネズエラ北部地域、東北タイとスマ トラ中西部のミナンカバウ地域、

ナイジェリア中西部のヌペ族、ガーナのアシャンテ族を対象として、比較 「民族土壌学」の有

効性について検証するという。

櫻井は生態環境に対する人口圧を和らげるため、土地生産力の評価、土地利用モデルを考究

する必要を説く。

星川は生態資源の推定法の再評価を試みる。

柳は平均海面変動がそれぞれの地域の人々の自然認識にどのような影響を与え、地域認識に

どのような作用するかをあきらかにする。

以上のように今後展開すべき件杞憂の方向と主な課題をそれぞれあきらかにして、 「地域と

生態環境」班はメンバーのいちぷを入れ替え、計画研究班は 「地域」に収微する論議を、公募

研究班はより具体的、個別地域的話題をめぐる論議を展開することになるであろう。
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6.研 究業績(平 成6年 度発表分)

荻野和彦

「人が森をつ くる」 『千年の森プレシンポジウム報告書』6-16,千 年の森に集う会,東 京,1994,

「サラワク熱帯雨林の大規模長期生態観察」文部省科研費創成的基礎研究rア ジア ・太平洋地域を

中心とする地球環境変動の研究』報告書
"Tropical Forests in Global Greenhouse - Recent Japanese research in the Tropics ." 

  Proceedings of UNU Global Environmental Forum III on ' fill Tropical Forests Change 

  in a global Greenhouse?' 41-48, The United Nations University, Tokyo, 1994. 
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